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線分ＡＢと線分ＣＤがそれぞれの中点Ｏで交わっています。このとき，
ＡＣ＝ＢＤとなることを，ある学級では，下の図１をかいて証明しました。
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ＡＯＣと ＢＯＤにおいて，
仮定から，　　　ＡＯ＝ＢＯ	 …①
	 ＣＯ＝ＤＯ	 …②
対頂角は等しいから，
	 ∠ＡＯＣ＝∠ＢＯＤ	 …③
①，②，③より，２組の辺とその間の角がそれぞれ等しいから，
	 ＡＯＣ≡ ＢＯＤ

合同な図形の対応する辺の長さは等しいから，
	 ＡＣ＝ＢＤ
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この証明をしたあと，図１と形の違う図２をかいて，同じように	
ＡＣ＝ＢＤとなるかどうかを考えてみたところ，下のアからエまでの
ような意見が出ました。正しいものを１つ選びなさい。
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ア　図２の場合も，ＡＣ＝ＢＤであることは，すでに前ページの証明 
で示されている。

イ　図２の場合は，ＡＣ＝ＢＤであることを，改めて証明する必要が
ある。

ウ　図２の場合は，ＡＣ＝ＢＤであることを，それぞれの辺の長さを
測って確認しなければならない。

エ　図２の場合は，ＡＣ＝ＢＤではない。


